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                     学年主任  森本 聡一郎 

１．『助け合いの精神』  通常授業再開に向けて 

 

 気象庁は１０日、中国・近畿・東海地方が梅雨入りしたと発表した。外出自粛要請のころ

は、まだ寒くてセーターを着ていた。自宅での毎日、あまり変わらない生活、一日に特徴が

ないから記憶や印象に残らず、それぞれの日が軽く感じられ、アッという間に過ぎた感じだ。

時の流れを知覚できるのは記憶があるからだ、と言われるが、まさにそれを実感する。 

 このコロナ禍で、みんなの心に深く刻み込まれたことがある。それはマスクは自分を守る

ためにではなく、「みんなのために」するという意味を知った。コロナ禍の初めのころは、人

からうつされないように、自己防衛本能的にマスクをした。ところが、コロナが「自分が感

染しているかが分かりにくい病態」だと知らされ、今度は自分が感染者になっているかもし

れない。そうすると、絶対に人様にうつしてはいけない、迷惑をかけてはいけない、そのた

めにマスクをすると、みんなが口々に言うようになった。何人もの人からそう聞かされて、

私も「なるほどな、私もそう考えよう」と学んだ口である。多くの人が自分のために、じゃ

なくて、「人のため」を意識してマスクをすることを通じ、「人のためにできることをする」

という意識を思い起した。 

 最近の小学生は何のために勉強するかの答えを見いだせないと訴える子が多いことをテレ

ビ番組で知った。ちょうど大学受験で、なかなか本気になれない生徒から同じような質問を

されて「いい会社に就職して楽するために勉強するのではない。体を鍛えるのは、筋肉とか

強くなって、人を助けられるようになるためでしょ。それと同じように知力を得て人を助け

ることができるようになるために勉強するんだよ」と言ったところ、その受験生の目が輝い

たような気がした。人間は同じことをするにしても、人のためにする方がやりがいを持ちや

すいのである。また最近、誰しもが口にするようになったのが感謝の言葉である。食べ物屋

さんは商売である。それで生計を立てている人でも、「美味しかった。ありがとう」と喜んで

もらうのが嬉しい。その一言が聞きたくて商売しているのだ。昔から持っている「助け合い

の精神」そのものだ。 

 緊急事態宣言が解除されて『新しい生活様式』という言葉があるが、この「人のために何

かをする。マスクをする、手洗いする」という 

のが、この新しい生活様式ではないか。国民は 

そのことの必要と意義を学んだ。というよりも、 

身を以て思い知らされた。こう考える時、国民の 

心にある「絆」が太くなったように感じた。 

 今日から通常授業が再開された。やっと学級委 

員長やクラス役員を決めることができ、生徒会役 

員の公示が始まる。まだまだ本調子には程遠い 

毎日であるが、キミ達全員の顔を見ることができ 

る喜びを感じる今日この頃である。 

 

 

＊タイトルの意味は？調べてみよう 



２．『今後の日程』   小テスト始まる 「小さな努力の積み重ねから得るもの」 

 

  ６月１５日（月） 通常登校  キャンパスカウンセリング 

    １６日（火） 英文法テスト 

    １８日（木） 古文単語テスト 

    ２２日（月） 数・地歴テスト キャンパスカウンセリング   6/21夏至 

    ２３日（火） 英文法テスト 

    ２５日（木） 古文単語テスト 

    ２９日（月） 数・地歴テスト  キャンパスカウンセリング 

    ３０日（火） 英文法テスト 

 

 

３．『その他』  

 

  〇進路指導部より 

   「ふれあい看護体験の中止について」 

     例年、夏季休業中に実施していましたが、各病院に問い合わせをしたところ、

新型コロナウイルスの影響で今年度は実施を中止となりました。  

 

   〇総務部より 

   「各種奨学金の案内について」 

① 丹波篠山市ふるさと創生奨学金（貸与） ７月１０日（金）締切 

② 丹波市奨学金（給付） ７月３日（金）締切 

③ 交通遺児育英会奨学金 令和３年１月３１日（日）締切 

 

 ※詳細は各担任までお問い合わせください。 

 

 

  ※地域の方から本校に届いた手紙です。 

 

  拝啓 

    

      貴校におかれましては、益々ご発展の事と、お喜び申し上げます。 

      さて、先日の事ですが、コロナにより学校が休校の時に孫を公園にて遊ばせておりました。そ

の日は遊ぶ友達もなく、一人で遊んでいたのですが、遇々、貴校の２年生の方が公園に立ち

寄った時に、孫と遊んで貰いました。とても面白くてなかなか帰って来れません。でも、予定して

いた時間になったので無理やり連れて帰りました。その時、いやいや帰ってしまって、来ていたパ

ーカーを忘れてしまいました。夕方まで忘れたことに気づかなくて、どうしようかと思っていたので

すが、孫が小学校と名前を言っていた様です。そのパーカーを城南小学校まで届けていただい

たのです。 

      孫はママに叱られると、夕飯もろくにのどを通らない様子でした。その後、学童の方が連絡をく

ださいまして、パーカーが届いていると聞いて、とても喜んだのですが、お姉さん方の名前を聞



いて無くて、お礼も言えないままです。 

      貴校の２年生だとは解っていたので、一言お礼が言いたくてお手紙差し上げました。 

     多分、その子たちは自分たちのことだと判ると思います。何かの機会に、やさしい、親切な方が

貴校に居られた言うことをお伝えいただければ幸いです。本当に助かりました。有難うございまし

た。と、祖母が言っていたと伝えてもらえると嬉しいです。 

      コロナの世の中、一つの清涼剤、世の中悪い事ばかりでは無かったと思っております。 

      筆不精で申し訳ありません。 

敬具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


